
平成２３年度 あいさつ 

 

西台中学校のホームページをご覧いただきまして、ありがとうございます。 

 平成２１年度に予期せぬ停電によりコンピュータ及びホームページ作成ソフトに不具合

が起き、約一年半ホームページの内容が更新できませんでした。大変申し訳ございません

でした。この２３年度に復旧させることができ、徐々にですが内容の更新を始めましたの

で、今後も本校ホームページをご覧いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

本校は板橋区の西側に位置しており、東は志村地区、西は高島平地区に面し、南には首

都高速道路、北には都営三田線が通っている場所にあります。また、平成１９年度には創

立５０周年を迎えた歴史と伝統のある学校でもあります。生徒数は７月１日現在４３７名

（１年４学級、２年４学級、３年５学級）です。教職員約４０名（含スクールカウンセラ

ー、特別支援教育巡回指導講師、非常勤講師、学習指導講師等）で生徒たちの指導にあた

っています。 

 私は、平成２３年４月１日、本校校長として着任いたしました飯塚正人です。板橋区は

１３年目になりますが、上板橋二中、志村四中と上板橋一中では副校長として勤務してい

ました。 

これからは西台中のために、生徒や保護者、地域の期待と信頼に応えられる学校づくり

を目指して、教職員一同全力で取り組んで参ります。どうか皆様のご協力とご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。 

なお、本校ホームページへのご要望・ご意見等がございましたら、渡部孝司副校長まで

お寄せください。どうぞよろしくお願い申し上げます。 



平成２３年度 学校経営方針 

板橋区立西台中学校長 飯塚正人 

 

１ 教育目標 

 ○ 自ら学び、実行する人    ・積極的にかかわる生徒 

                 ・自らの努力と意思で進路を切り開く生徒 

 ○ 豊かな心と思いやりのある人 ・心動かす生徒 心響かす生徒 

 ○ 心身ともに健康な人     ・自ら鍛える生徒 

 

（１）経営目標（重点目標） 

  「落ち着いた環境の中で、生活習慣の確立と学習習慣の確立を目指す」 

経営目標（重点目標）を達成させるための仮説 

 基本的な生活習慣の確立と美化環境づくりに努め、明確な指導方針（より具体的な手だて）を

もち、意図的な指導を継続的に行う。生徒集団に信頼される（支持率が高い）教員集団を目指し、

生徒集団の中に「正義という世論」を形成する。 

 そして学力の向上を目指し、生徒の実態に応じた授業を展開する。このことによって生徒の知

的好奇心を高め、生徒が意欲的、主体的、自立的に学校生活を送ることができ、生きる力を育む

ことができる。 

 

（２）学校経営の基本的な考え方 

  ① 将来を見据え、課題にこたえる学校 

〈長期的展望：逞しく２１世紀を生き抜く人材を育成する学校を目指す〉 

  〈中期的展望：活力のある学校として、確かな学力の育成を目指す〉 

  〈短期的展望：落ち着いた学習環境の中で、目標とする学校像を目指す〉 

  ② 時代の要請（＋保護者、生徒、地域の要望）にこたえる学校 

  ③ 特色を生かし、ダイナミックに展開する学校 

  ④ 開かれた学校 

 

（３）目指す生徒像 

  「積極的にかかわる生徒 自ら鍛える生徒 心動かす生徒」 

 

２ 教育目標の具現化を目指す学校像 

  「つながりに学ぶ学校 鍛える学校 心動かす学校」 

 

（１）『つながり』に学ぶ学校 

＝集団のつながりを基盤とし、様々な指導を展開する。各教科・道徳～特別活動～生活指導 

① 全ての指導の場面で、自分自身との『つながり』を意識させる指導を展開する。 

② よい『つながり』の中で、自己有用感、達成感を体得させる指導を展開する。 

  ③ 『つながり』を大切にする教職員集団 

   ・教職員同士のよい『つながり』をつくる。 

     組織分担等において隙間を埋め、隙間をつなげる視点と行動力を高める。 

・生徒とのよい『つながり』をつくる。 

     多様で広範囲な特性等をもつ生徒との信頼関係をつくる力を高める。 



・保護者、ＰＴＡ、地域とのよい『つながり』をつくる。 

保護者や地域との連携を深め、教育力・組織力を活用、発展させる力を高める。 

   ・次世代につなげ、先輩から引き継ぐ『つながり』をつくる。 

   ・諸機関、協力組織、協力者とのよい『つながり』をつくる。 

 

（２）『鍛える』学校 

＝集団を鍛える過程で個々を鍛える。 

  ① 基礎・基本を徹底して鍛える。 

   ・教科指導での基礎的学力、基本的生活習慣の実践力、人との良い関係をつくる力を鍛える。 

   ・逞しく生きていく力、自ら課題を意識する力を鍛える。 

  ② 基本的生活習慣、集団行動の基礎を鍛える。（初期に徹底させる） 

  ③ 集団の中で意識、行動する力を鍛える。 

   ＝集団の中で実践させ、学ばせ、個々の力を高める。→集団を高めることにより個々を高める。 

   ・教科指導、道徳 

   ・特別活動、行事→ 学級・学年集団→ 生徒会・委員会・係活動 

           → 部活動・ボランティア活動 

   ・学級経営の充実→ 学級活動の充実 班活動の充実 

 

（３）『心動かす』学校 

＝心を動かす集団実践を基盤とし、様々な指導を展開する。 

  ① 生徒の心を動かす。 

   ・心を動かす教科指導、道徳、総合的な学習の時間。 

     心に響き目標・ねらいを明確でわかりやすく示し、指導の方向性を明らかにする。 

     発見や驚き・感動を与えられる指導を目指し、心を揺さぶり自ら考える力を育てる。 

   ・心を動かす特別活動、学校行事。→ 学級・学年集団→ 生徒会・委員会・係活動 

                   → 部活動・ボランティア活動 

     心を動かす指導力を研鑚し、生徒の感性と想像力（創造力）を育む。 

  ② 学校を取り巻く人々の心を動かす。 

   ・主体的な学校の主張、積極的な指導と生徒活動の公開、積極的な人材登用。 

   ・近隣小学校、高校との連携。 

  ③ 教職員自身が心を動かす。 

   ・保護者や地域からの学校評価    ・生徒からの授業評価と授業改善 

   ・自らの授業、指導の積極的な公開  ・研究授業と研修会参加による自己啓発 

   ・組織の中での建設的な発信（発言） 

③ 教職員は教育のプロ」の自覚をもつ。（納得させる力量・説得力・連携力） 

   ・生徒の指導はもちろん、保護者や地域に対しても納得させるだけの力量をもつ。 

    〈教職員が問題の震源地とならない。事故を事件にしない。〉 

 

３ 今年度の重点課題 

〈集団指導の基盤を確かなものとし、その上に様々な指導を展開する〉 

 

（１）基礎学力の充実 

（２）きめ細かな生活指導（見逃さない指導 誠意ある慎重な対応 適時の対応） 



（３）ていねいな生徒指導（全員の連携・結集できる指導） 

（４）次世代につなげ、先人に学ぶ教員集団（自己啓発・相互啓発のできる教員） 

（５）保護者とともに考え、啓発し合える教員（保護者への啓発に支援できる教員） 

 

４ 今年度の具体的な取り組み 

 

（１） 生徒指導（健全育成）の徹底 

① 人権に配慮した指導（体罰禁止 望ましい言語環境）＝教職員の感性高揚 

② 時間を守る＝チャイム授業 チャイム終礼 チャイム着席 

③ 身だしなみを整える＝日常の指導 継続指導 

④ 元気なあいさつ＝教職員の明るく元気な声かけ、あいさつ 

⑤ きれいな学校＝清掃の徹底、生徒会活動 校内ボランティア 花のある学校 

⑥ 基本的な躾と規範意識の育成＝全校朝礼、学年朝礼の有効利用 

⑦ 不登校生徒など様々な課題を抱えた生徒への対応 

 ・家庭と緊密な連絡（担任・学年等で） 

    ＝学校と家庭のつながりが切れない対応（電話連絡 家庭訪問 面談） 

    ＝担任へのフォロー体制（学年 生活指導部 教育相談） 

 ・ＳＣや教育相談所、子供家庭支援センター等、関係諸機関との連携 

⑧ 生徒の自主的活動の育成 

 ・実行委員 ボランティア活動の推進 

⑨ 問題行動への適切な対応 

 ・日頃からの情報収集と情報交換＝報告・連絡・相談・記録＝組織的な対応と連携 

 ・適切な初期対応 指導の完結 

 

（２）教育課程実施にあたって 

① 基礎学力の徹底と遅達生徒への指導・授業の具体化 

 授業の工夫 学習会や補習の工夫 授業時間確保への工夫 

   ・授業改善＝よりわかる授業 より楽しい授業 より動きのある授業 

   ・落ち着いた環境と言語環境の整備 言語活動の重視 

   ・意図的計画的な指導 朝読書や朝学習の励行 

   ・フィードバック学習の充実 

② 教科指導の改善 

・基礎、基本を徹底的に鍛える 

   ・つながりを考えさせる授業 

   ・感動、発見、驚きのある指導展開（心身の動きのある授業） 

    ＝授業規律の徹底＝授業時間は生活指導の原点＝生徒状況の初期確認 

③ 総合的な学習の時間 

・体験的な学習（職場体験、農業体験、桜草栽培等）の体系化 

    ＝「生きる力の育成」を主課題とし、生きる力の重要な指導の場とする 

④ 道徳 

・授業の確保と道徳の時間を要とした多様な指導の実践 

   ・道徳地区公開講座の充実（全学級での授業公開） 

   ・道徳的実践力を高める 



⑤ キャリア教育 

・三年間を見通し、体験学習を柱とした指導計画に基づく実践・検証・改善 

    １年：社会人に聴く会 ２年：職場体験（職場実習） ３年：高校訪問 体系の検証 

 

（３）特別支援教育 

  ① 特別に支援が必要な生徒の実態把握に努め、ＳＣ及び外部機関等の助言を生かしながら適切な

指導を進める。 

② 特別支援教育コーディネーターを中心として、全校体制で取り組む。 

③ 特別支援教育に関する情報収集に努め、指導に生かしていく。 

 

（４）保幼小中連携 

  ① 通学区域方式をとり、円滑な接続を目指して進める。 

  ② 教科会と分科会（学習習慣・生活習慣）を設け、児童生徒の交流や体験を進める。 

 

（５）研修の充実 

   実践的研究を行い、今年度の発表につなげる。 

① 教育課程の実践研究＝研究授業の推進と定着 新教育課程への準備 

・「つながりに学び心を動かす」授業実践  

   ・基礎基本を定着させる授業、指導方法の工夫、実践 

  ② 評価の改善の計画 

   ・評価法＝指導計画と連動した評価方法・評価資料・評価集約 

   ・開示対応の研究・実践＝学校としての説明責任が果たせる評価運営 

  ③ 情報実務、情報教育の推進 

   ・評価や教務に関する情報機器活用力 授業に関する情報機器活用力 

   ・「つながりに学び心動かす」教育計画と実践（行事の連携や意味づけ） 

 

（６）学校経営への参画について 

  ① 常に西台中をより発展させるための課題を意識し、建設的な指導法、組織、アイディアを考え、

機会を捉えて、学年や分掌等→運営委員会→職員会議の流れで提案していく。 

  ② 「一人一案」を心がけ、自分が関わる組織や責任分担において、学校経営上の建設的な提案が

示せるよう、自分なりのアイディアを考える。 

③ 全員が校内連携の発信者、運営者として十分コミュニケーションをはかる。 

  ④ 起案決済と文書作成については、作成担当者→主任→副校長→校長という流れで進める。 

 

（７）教育公務員としての自覚 

  ① 職務の自覚と報告、連絡、相談の推進。 

  ② 会計処理等での服務事故を未然に防ぐため「教職員のための学校私費会計事務の手引き」等を

もとに、チェック体制の確認と見直しを行い、その徹底をはかる。 

③ ＵＳＢ等の情報機器の扱いに注意を払い、情報管理の徹底に努める。 

④ 服務規律（勤務時間、休暇処理、出勤簿、旅行届、通勤届・通勤経路、自動車・バイク通勤等）

遵守の徹底をはかる。セクハラ・体罰の厳禁。 

⑤ 節電、節水に心がけ、光熱費、郵送料、電話代等でのコスト意識を高める。 

  ⑥ 接客、電話での応答等、接遇への気配りを意識する。 


